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家畜糞尿スラリー利用に関する一考察

一中札内村を画意として

関　野　幸　二

1．　はじめに

2．中飛内村の農業と「地域循環システム」の概要

3．家畜糞尿スラリー利回の実態

　1）家畜糞尿スラリー士地三元の実態

　2）三門分析

4．　護とめと今後の課題

1　はじめに

　本来、農業経営は躍然的条件、祉会経済的条件のもとで、生産要素がさまざまに

組み合わされ、各種の経営形態が生ずる。しかしながら近年のわが国農業は農華法

制定以来さまざ蓬な施策を背景に大規模化、近代化、専門化が推し進められてきた。

だがその結果として負債の増加，労働力の流娼、さらには地力問題、家畜糞撮処理

といった農業の再生涯の根底を揺がすような問題が噴娼してきている，，最近このよ

うな状況をふ壊え、専門、分化された燈察間あるいけ生産団地悶による交流、いわ
　　　　　　　　　　　　　　　ω
ゆる「地域複合」、「団地間複合」の議論が盛んになってきていると思われる。個

別経営内での問題解決が困難になってきている現在、その方法は一応認められよう。

しかし、こういつた形態は将来的にも安定したものとして存立しうるであろうか。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　②
その点について、これまでいくつかなされてきている事例報告では、行政、農協、

および農民を含めた協議調整機関の必要性が述べられている。無論その協議調整機

関を否定するものではなく、1”地域複合」、臼澗地間複合」に齢いてはその果す役

割は大きいと言えよう。しかし、協議調整機関の設置だけでは環く、そこに参加す

る個別経営の確立、っ蓑り、農家間あるいは団地間の複合化によるメリットをいか

に生かしていけるかという閤題について、盤面研究の側面から充分左分析が必要と

思われる。従来の議論にお・いてはこの点がウ｛一クに醸ぜられるのである。

　本稿では、「地域複合」あるいけr団地間複合｝のτレでの個別経営の確立を研究

課題とするが、直接的にはそれを検討するための第一次接近として、その複合化の
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重要な流れの一つである家畜糞尿±地還元をとり上げ、その利用実態を把握するこ

とを爵白勺とする。

　蟻例は畑作地帯の中乳内村をと参上げる。何故ならば，一般に畑作地帯では地力

問題が著しく顕在化している。壌例の中札内村でも最近、耕種部門、畜産部門へと

経営が専門、分化することにより、細作経営では有機物の補給が困難となっている

状況がある一方、他方畜産経営では家畜糞尿の処理問題が発生している。こういつ

だ状況のもとで、中札内村は後述するように「地域循還システム」構想のもとに畑

作、畜産と専門、分化した饗業経営の総合的な結合を試みて隔り、課題接近への代

素的蟻例と思われる。

2　家畜糞尿スラリー土地還元の概要と実態
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（3）
め　中札内農業と「地域循環システム」の概要

　中札内村は十勝平野の南西部に位置し、帯広市と隣接し、全村法入化運動で名高

い村である。

　昭額51年のこの村の農業の概要をみれば291戸の農家（正確にはそのうちの167

戸は35の農業法入に所属）が、約6，500魚の農用地（うち耕地は6，20G如）を利用

し、1戸当妙21融の耕地から1護0◎～　1，6◎◎万円の粗収入を上げて澄珍、十勝

20数ケ町村の甲でもトップクラスに位羅付けられている。この農業生産を担当し

ている労働力は蒸戸当り2．9人を容しているが、そのうち90％以上が150臼以上

綴業に丁丁する基幹労働力となってお・参、かなり充実した労働力保有の状況が推測

される。トラクターは全村でお・よそ330～350台導入されているといわれるが、一

般農家では、1戸当り約1台の普及状況で、そのうち9捌が個人管理となっている。

法入農家では、法入（農場）勝有の二二のものなどがあって、玉戸当りL3～L5

台の普及二合になっている。作業機は根菜類や飼料作物関係の専門のものが一般に

共同所有・共問山月峯となっている以外は、概して1閲別所麿・細別矛朋：1が支配的な形

態となっている◎

　次に土地利1・Bをみると、6．200痴の旧地のうち2、000磁が薙類に、ついでてん菜、

馬鈴薯などの根菜類が1，600舶、・1・麦、とうもろこしなどの禾本科作物が320魚、

そして残りの2，200舷余，りが牧草、ゲントコーンなどの飼料作物が作付けられて澄

り、かつての豆作偏重の姿とは完金に一変している。　　　　　　　　　　　　　…

　そしてこの飼料塾盤の上に、3，40◎頭の乳牛が飼養されているほか、購入飼料を

基盤に養鶏28万羽、養豚6，500頭の常時飼養が行なわれている。
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　このように村全体では耕種部門と畜薩部門とがほぼ均衡のとれた畑作複合農業の

イメージが浮かびあがるが、個々の縁家に即していえば、個別複合の形になってい

るものは約40％、残りの60％は畑作または藍綬のいずれかに専門分化している。

　この分化の傾向は地帯別にもかなり特徴的に現われている。この妬け通常3っの

地区に区分される（第1図参照）。一つは札内鎖の北西鯛の「串畠（戸蔦）地区」

で、大規模な共同経営がいくつかみられ、虚語への傾斜が強い地区である。二つめ

は上札内地区で、国道236号を境に日高山脈寄りで、豆類と根菜にウェイトを羅く

畑作専業経営タイプのブ臣ックと、養鶏、養豚、面隠の専業経鴬の多いプ篇ックと

が混在している地区である。三つめは巾札内地区で、岡道236号を境に帯広寄りの

地区で、てん菜、馬鈴薯にウェイトを置く畑作専業経営の地区である。

　以上のような個別経営の専門分化の状態を全村的見地から調整して、畑作と畜産

の補合、補完関係のメリットをあげようというのが、この村の「’地域循環システム

」の中心的構想となっている。

　この「地域循還システム」は、この村の昭和28年以降の画業施策の動向と大きな

関連がある，，すなわち、昭和28年から40年頃懐でけ「風主化された近代的左舞村つ

く夢」と農業生産の合理化が追求された。この時期に、誤審なギ全村法人化運動」

が行なわれている。しかし、村づくり、入つく多にカを入れたにもかかわらず、ゑ

作偏重の経営体質が持続したため、’39年、贋年の大冷害の狗撃を受けたのである。

これを契機に、根菜類と酪農を大幅に取り入れようとする、「3－3艇業1（正し

くは3分農法、豆、根菜、飼料作物をそれぞれ去つつの鋼合で作付するというもの

）の確立、いわば自己完結型の総別複合化の方向が指向されたが、この方向は多く

の障害にっきあたったため、46年頃から、大規模化、近代化、専門死の傾向が全般

的に進みはじめた。これをうげて経営の専門化が推進され、さらに全村的な力日工，

流通のシステム化構想が打ち出された。しかし、大規模忌門化、システム化が進む中

で、家畜糞尿公害の発生や、石油ショック以降の縫業資材、飼料価格の暴騰といっ

た事態に直面した。こうした中から、「地域循環システム／構想が成立してきたの

である。

　この「地域循環システム」の根鷹をなしている最も基礎的な単位は、てん菜、豆

齢よぴ麦作、馬鈴薯、酪農、六塵（酪縫を除く畜巌）の5っの艘協事業部会に所属

している畑作農家集団ないしは感応農察集団で、各部会はそれぞれの作物の生産か

ら加工・流通にいたる全過程の専門別システム化の運営管理を主体的に担当してい

る。
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図1 中札内村：地域区分
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　次に，このような単位農家集団を起点にして、附帯施設を経由して、他の農家集

麟喜蕪隷舞灘総譜急呈認識鑓匪隷製諜
らスラリータンク・機械センターを経由して畑作轟家につながる家畜糞尿スラリー

の流れである。

　さらに、この流れの間に大型機械作業を担当する機械センターが介在し相互の交

流の実をあげようとする活動がある。（第2躍参照）

　要するに、この村の「地域循環システム」は、他でみられるような団地と団地と

の直接的な複合、もしくは地域と地域との間の連係とは素案り、農協を中心に地域

全体がそれぞれの作家への専門化、その生蜜から掬工流通寮での全過程のシステム

化を進めっっ、全村的な活動範囲をもつ附帯施設を媒介にして、相互に連繋しあう

体制をとっている点にお・いて慧わめて特徴的である。

　以上のようなシステム化の中で家畜糞尿スラリーの土地還元の方法をもう少し詳

しくみて齢こう。

　畜産団地（実際にこのシステムに乗り畑作饗家に還元されているのは養鶏、養豚
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（4）
団地）で生産された糞尿は、団地に備え付けられたスラリータンクに液状の形で貯

溜される。一方この糞尿の利用を希望する艘察はあらかじめ希望する臨月1時期と施

用轟篤し寵し込み髄部融長に捌肱締熱が＿乎乱て機械セン粥

の事務所に申し込む方式がとられている。機械センターではこの串し込みに従い、

バキュームカー（現在4t車2台、6七車！台）で．申し込みの「順送り」に散布

している。

　現在、畑作農家には一般に暮の耕起酌、蔑たは秋の収穫後の圃場に反当1，3tの

基準に：散布されている。その利用経費は運搬から散布まで全ての作業を含み、4t
　　　　　⑥
車1台が員内で3，300円、員外が4，500円、6℃車1台がそれぞれ550◎円、6．500

円（5ユ年価格）となっている。これらの大半は機械や施設の維持費と燃費、於よぴ

オペレーターの労賃によって占められ、糞尿そのものの代金はトン当り50円程度と

なっているという。

　つまり、この村の家畜糞尿の還元は経済的にみてもかなりの安価で供給され，し

かも，機械センターという運搬、散布の専門総織があるため、労力的にも省力化さ

れることになり、利用：者にとっては非常に有利なものとなっている。

　な於、この他に大規模酪農法入でも鶏◎Ot級のスラリータンクを設眠している

ものがある。この場合は周辺の畑作盛家と梱別対応で1租飼麟との交換を行っている
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第2図　中札内に診ける「：地域循環システム」のフローチャート
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ものが若干みられるようであるが、ほとんどは宙察の牧草に散布されているため、

本稿では酪農法人のスラリー野稗は割愛した。

2）　調査農家の概要

屍のようなシステ。の中で、稠差蓬漿縁端尿ス，り磯どの、うに使。て

いるかを、具体的に明らかにするために実態調査を実施した。対象磯叡は畑作専業

経営晒嗣経晶夙絶境営・戸、合論所ある調艘家鴨載が継

ラリーを比較的長期にわたって利用しているものを抽出した。

　その概要を示したのが第茎表である。家族労働力は塾幹、補助を合わせて3～4

人確保されている。機械装備についてはトラクターは個入研有が多いのに対し、作

業機は個別・共同の二つを合わせた形の研有形態をとり、機械への投資に配慮がな

されていることが窺われる。次に作付比率をみると，畑作専業経営では根菜、もし

くは豆類への酒作傾向が窺われる。混同経営でも畑作専業経當ほど極端ではないに

しても、ほぼ同様の傾向が窺われる。懐た、生産力水準は、比較的高い農察から低

い農家まで含まれている。これらの調査膿家は、この村の麗家群を集約したものと

みてよいと思われるG

　以上の農家の調査結果と中札内村畑作経鴬技術研究所の資料をもとに実態を明ら

かにしていくことにする。

3　家畜糞尿スラリー利用の実態

1）家畜糞尿スラリー土地響町の輿態

　家畜糞尿スラリーは昭和47年秋から土地還元されている。その概況を示したのが

第2表である。この表で裏ず注§されるのは、利用野川が家畜糞尿スラリー利用の

対象である畑作農家だけでなく、本来有機物の補給が可能左混同経営や酪幾経営で

も利用されていることである。

　次に利胴農家数の推移をみると、昭和50年を最高にその後滅少している。これを

経営形態別にみると畑作尊業経営で減少して於り、混同経営や酪農経営では逆に増

加傾向を示している。つまり、5i年の減少は本来利用対象の畑作専業経営での大輻

な減少によるものであることが認められる。

　さらに経営面積規模別に利朋農家数の推移をみると（第2表）．象畜糞尿スラリ

ーの土地還元が始まった初期の段階では中規模贋での利用率が高かったが、最近で
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第1表　調査農家の概況（昭和溝年）
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ユ弓 23．3　　　　　　2　　　　　　2　　　　　　　9　3　　　　　1 2　　！　個・共　　育成弗6 30 2α2i3α13註・巨a7
仁15 24・　2i・　4・ 2　　　　　　　　　　　　　　　個　・共　　　　　　　　病田牛　　！o 50 1餌i2臥4　3εgi21．3

同　　経　　営

ほ6 2ε5　3iO　30｝　　2 億・共 鶏　　2400 60 94　ユ乳・6L1　hZ5
1？ 2？．6　　　4 ユ 35隔・玉．4・レa 共 乳隼5肉牛4 ？ …　i1剣…　1…
三8 29．3　　　3 1 20 2　　　　　　　個 乳隼　　8 30 18．8　　11．9　　39．3 30．0

19 30．6 紹・ 68 3　　　　　　値・共 乳牛　　6 三〇 20．3　　18，0　　45．0 16．7

20 31．繧 3巨　　　o 2　　　　　　佃・共 乳牛　　9 1◎0 16，9　　12．4　　54．8 15．9

i21 3翫2i31。、　・ 1　　　　　極・共　　　乳牛　　16　　60～901 ユL9　21．0｝37．0 304
22 　　｝　　　　　　　’Q0．0　　　1　　3　　　　　　0　　　　　　　　　0 2　　　イ薗・共　障牛　33【10・　iL51一　｝＿i9＆5
酪123 ・・912崔。　・・ 3　　　　　　個・共　　　乳牛　　44 15・　　鼠・1－i＿ig住・
嚢弩と瓢　　1｛・・

26．0 4 ◎ 0 3　　　　　　麺・共 乳牛　　31 ？

一 一　　　　23．1 ？6．9

営
25 28．3 3 0 10 2・ンを 飼・共 乳年　　30 60 9．2 ユLO　　10．9 68．9

26 30．4 4　　　0 26 1 低洪　　擁隼　63 ？
12．5 一　　　　　6．6 80．9

注　　実態調査から作成。



纂2表　家畜糞尿スラ1ノーの畑地還元概況

丞8年 曝9年 50年 31年
矛り絹　農　家　数

､ち畑作専藁
@　田圃経営
@　三二経営

53

S韮

X3

§0

V⑪

ﾄ5

T

隻嬉2

P08

｣8

翌U

129

X1

Q2

P6

　豚糞前年秋施用

E　〃本年暮施用

206．5

P54．0

一蓋85．5 ！溝3銘

Q三63

8183

U12．5

小　慰 360．5 1s6，5 竃βs3、隻 1，媛30．8

鶏糞前年秋施用

V本年春施用
　…
P，039．5

1βδ3．5

Q、07L6

5，6垂2．8

Q，502．7

5，G64．8

Rβ18．5

小　計 ！，039．5 3，72き．1 8，145．5 8．8833

秋施用スラリー謝

t施用ヌラリー誹

206．5

P，193．5

L653．5

Q，257．5

6，7？9．6

Q，737．0

5，883．1

S，431心

合　　　議 1，ξ00．0 3，9Σ韮．0 9，5艮6．6 io，314．1

注　　中札内村畑作経舜技術査｝予究所の調i叢結衆より作成。

　　利規農家数、還元：隈ともその年の二村離に投入し允ものである。従ってたとえば48年秋
　　　に利用したものは翌49年の数隈に加えられる。
　　還元最は、絶家に散布された慣である。この他に村営牧鵜等に散布した駐がある。合計黒：を
　　示せば、49年59．5℃、5G年640，5℃、5！年236．6　tである。

鶴3表　経営形態別、颪積規模別利用農家の推移（指数）

～玉5魚 16～20んz 21～25磁 26～3◎藏 3｝んα～

48年 10 22 22 33 18
A鱗
毒9年 31 3凌 37 4璽 29

50年 39 5璽 63 s9 65
計

51年 29 魂窪 60 59 68

畑
48年 三9 28 33 60 31

作 49年 58 S3 53 70 50
専業

50卑 85 78 90 90 韮00

51年 62 53 83 85 10G

混
48年 5 i5 iO 0 13

同 嘆9年 箋o 玉s 2G i3 13
経営

50年 5 15 27 黛7 13

51年 10 22 露7 27 25

酪 48年 0 1？ 33 2＄
｛｝

農 49年 ！3 監7 33 o 10
経 50年 7 67 100 25 5G
営
51年 o 67 ！00 50 50

注　　刺ごL内柑畑作経営1支術研究勝の調査結果毒＝り鋤iL，

　　昭瀦48年から50隼唾での経鴬形態別、面積規摸別の飛家数が得られなかったため、昭和
　　　51年のそれを代絹した》

一52一



は大規模層での利胴率が高ぐなって慧ているのが認められる。しかも大規模麟では

年々利用率が高くなっているのに対しも小規模も中規摸層では，51年に滅少の傾向

が認められるQこの傾向は畑作專業経営に訟いて特に顕著である。これに対し混岡

経営や酪擬経営では利用率は低いものの、1騒α以下願を除き年々増湘傾向が認められる。

　っ壕参．本来対象となる畑作専業経営での利朋は大規模麟での利用の方向になっ

てお’り、小規模，中規模層では利回で窪ない、あるいは利用しない何らかの要因が

存在すると考えられる。

　次に散布量の推移をみることにする。家畜糞尿スラリーには豚糞尿、鶏糞尿の2

種類あるが、第2表に示したように散布されている糞尿量の中では鶏のものが籏倒

的な三二を占めている。そして、全体の散三二は年々増舶している。しかし、需要

を完金に満たしているわけではなく、3年を例にとると｛需要量は約25，700tである

ので半分も満たされていないという状態にある。窯た，散布時期についてみると、

春の散布量が近年増回している。

　以上のような需製超過の中で，利耳豪家は散布した羅場にどのような作物を作付

けているであろうか。堆厩肥の散謝1翻場を含めて実態を示したのが第4表である。

　この表で明らかなように、鍬畜糞尿スラリーを含め、有機物投入園場へは各種の

作物が作付けられ．ている。逆に言えば、宿機物の投入方法は壕だ定まっていない段

階といえるが，その中でも、一定利用されている作物がある。家畜糞尿スラリーで

は篭てん粟、馬鈴薯、手亡、金時、牧草、ゲントローンがそれであわ、堆鷹朋では

てん菜、牧草、ゲント欝一ンである。

　これら有機物投入圃揚への作付作物は，各経営形態によって若干の特徴がみられる。

　畑作専業（第5表）では有機物の補給は家畜糞尿スラリーに頼って於り、その投

入圃場へはてん菜、馬鈴薯、手亡、金時などの菜豆類が作付けられている。混隅経

鴬（第6表）では家畜糞尿スラリー投入圃揚へはてん菜が圧倒的に多く作付けられ

ている◎その他，馬鈴薯，獄類も若干作付けられている。堆厩罷の投入圃場へはて

ん菜の他に牧葦、ゲントコーンが作付けられている。酪麗経営（第7裟）では堆厩

肥家畜糞尿スラ1トとも牧葦、デン団一ンが作付けられている。総じて家畜糞

嚴スラリーは畑作専業では根菜類が，混同経営では根菜類に牧草．ゲント認一ンが

酪農経営では牧草、ゲント灘一ンが作付けられていることが認められる。

　以上、察畜糞尿スラリー投入嗣場にはいろいろな作物が作付けられているが，利

用塗の絶対的不足と関連してその効果や、利用の構造が問題となる。そこで、その

点についてさらに具体的に検討していくことにする。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　一53一



f

鴛

第4表　各作物への有機物投入状況　（合計）

実　　　　　　数　　　　　（放） 比　　　　率　　　（％）

49年 50年 5王隼 スラリー投入率 その他壕醗肥投入率

作付圃場

〟@　数

スラリ～

鞄?圃場
〟@　数

その他聞i

ｯ肥投入

?枚?

作付蟹鵜

〟@　数

スラリー
鞄?圃場
〟@　数

その他縷

灯?投入?

ﾞ場枚数

作付園場

〟@　数

スラリー

鞄?圃場
〟@数｝

その他堆

j肥投入
ｬ嚇枚数

49

N
5G

D
5玉

ｹ
墨9

ｹ
5◎

N
51

N
て　　ん　　菜 38 7 13 46 21 ・（・）い7巨6 1毒（4） ・脳｝薦・擁・ …｝… 37．8

家畜ビー　ト 1 ■　■　　11 10G．0 王00．0

馬　　鈴　　薯 35 3 43 4 3 52 ・｝・ ・・ 吹Eレ・i ・・巨・

大　　　　　豆 18 3 司　1 118 1巨 16．7 ・・ ｢・　1 5．6

小　　　　　豆 ・1｝ 3 1・ P ・｝・8いい　引

…1…巨1！・・
手　　　　　亡 ・・ p・ 37 ・いい8いi 娼…　呵　μ・i
金　　　　　時 2！ 2 30 ・｝■44｝・旨 ・・擁3副　　D・i・1
中　　　　　長 1 i ・1■　｝・一i i…1・呵　l　i
！1・　　　　淡 6 ・t 12 P・，　i131　い

1　6・7　｛　25・o　　　　　　　　　i　　　　　　　i　　　　　　　i　　　7・7

牧　　　　　草 魂4 ・i・ 62 I　　　l18い12） 55
2Qi8　　↑

叫・呵…i獣：・ぬ・・
ゲントコーン 養 2◎ 　FS　　　　　5 ・・｝司　・ ｝・・中1・・1　・・。1・鍼

　　　　　号ﾎ肥デソトコーン ・l　l l　i　　　聖
実取とうもろこし 5 3 5 1 2 60．0 20．0　　…

エ　　ン　　麦 3 3 6

注　　実態調査より作成

　　堆贋肥投入圃場枚数のうち‘ ）内はスラー｝一、堰誓肥爾方を散痛した蜀場枚数



多

毬

第5表　各作物への有機物投入状況

（畑専）

実　　　　　　厳　　　　　（放） 比　　　　峯　　（％）

49套三　　，

50奪 51年 スラリー投入峯 その他塚魏中入率

騰難難騰文糠｛騰1嚢嚥叢 49

N
5◎

ｹ
s1

N
弓9

ｹ　　糎

5◎

N
5ユ

J
て　　ん　　菜 1・一一い紹　・i・ 　‘1E｝・｝｛・1 ・酬… 55．6 …1驚 玉L玉

家畜ビート i　i　i　i　l
i　　li　　｛

i　l
罵　　鈴　　馨 1・・1・｝　…　・i　l・21・ 18β　　1L8 9。三 1　｝

大　　　　　豆 転　・l　i・ l　i・1　　1 …｝
1

！2．5

小　　　　　豆 1｝　｝ ｝・｝　・

季　　　　　亡
　　｝　　　　l　　　　i1絹　　1i　　lエ9 ・i い絹　弓 ・■… 7．1

金　　　　　時
　　i　　　　　｛　　　　　1
E・i　朗　　D◎　　　　　　　　　　噛 ・i　摂司・1 …｛ 2◎．0 18．8 i　l

中　　　　　長 ■　　i　i1 づ
1i

25．◎ 8

小　　　　　麦 ■　1 5
・｝ ■ 40．0

牧　　　　　草 ■　　垂 1 ・i

ゲント”一ン 2

緑羅ゲント3一ン
；　　　　　1
ﾄ 2

実叡とうもろこし
魂　i　　3　…

三

75．G

エ　　ン　　麦 ■ 1 1

瀧　　実態調査よ妻作成

　　堪駐罷投入翻場敦数のうち（ ）内はスラリー、堪贋麗両方を散布した圃場枚数



第6表　各作物への有機物投入状況

（混同）

i

9
5

実　　　　　　数　　　　　（枚） 比　　　　　率　　　（％）

49年 5◎年 51年 スラリー投入率 その他旧邸肥投入峯

俘付圃場

〟@　数

スラリー

鞄?圃場
〟@　数

その他腫

ﾈ淵投入
ｶ場枚数

作付圃場

〟@　数

スラリー

鞄?圃鴇
〟@　数

その他鮭　　　f贋肥投入i

ﾞ撒数i枚

作付圃場

@　数

スラリー
鞄?圃場
〟@　数

その他難
苳?投入?

ﾞ場枚数

49

N
5G

N
51

N
　49
P奪

5◎

N
51

N
て　　ん　　菜 17 ・1・ 27 15 3（21　24 三三 王2（3｝ 1？．6 55．6 45．8 353 1L1 5Q．Q

家畜ビート
1

馬　　鈴　　薯 玉8 23 ・巨 28 1 4 8．7 3．6 4．3 14．3

大　　　　　豆 7 8 1i 10 1 12．5 王0．◎

小　　　　　豆 9 1・ 11 1 12 姦 1 33．3 …し…
手　　　　　亡 王4

1 17 2　　　　1 14 1L8 5．9

金　　　　　時 7 16 1 1 23 1 1 6．3 副　　匡・ 43

中　　　　　長 玉 1 1 100．0

小　　　　　麦 5 1 7 1 三1 1 2◎．◎ 1蔭．3 9議

牧　　　　　草 16 ！ 27 2 21 2 5 6．3 7，磯　　　9．5 23．8

ゲントコーン 弓 9 1 2 6 1 1 1。1hα7 22．2 16．7

緑肥ゲントコーン
1

実取とうもろこし 1 4 1 2 25．0

エ　　ン　　麦 2 2 5

注　　　実態調査より作成

　　　堆駐肥投入圃場放数のうち（ ）内はスラリー、堆…顯i肥講方を散；布した圃場枚数



1

鵯

第？表　各作物への有機物投入状況

（酪農）

実　　　　　　数　　　　　（故） 比　　　率　　　（％）

49年 50奪 5玉年 スラリー投入率 その他電略i肥投入率

羨ラリ天論半数鵬枚数騰緻 49

ｹ
50

N
51

D
49

i

1　さ。

@年

轟無

て　　ん　　菜 ・l　i・｝・i1
3　　41　　　1　　　　　駈

20．0 ・・司…1・・。

家畜ビート i　｝　巨， ・いi　h i i1副・鵬

馬　　鈴　　薯 一　　｝　i・i　i・i・1■
5i5住◎ …1

大　　　　　亙 ・i一　　い ｝　　　i　i 50．◎ i　i
小　　　　　豆 1i　i■・i　i　　・ 1

ユOO。0
1

手　　　　　亡
・i－　　i1　垂　　　　　　　　　　　　　　｝ 一　　｝　攣

｛　霊 ユ00．0 ユ◎◎．◎

金　　　　　時
　…Si

、｝，　旨

・i1 3 25．0 20．◎ 60．0

中　　　　　長
1 1 i

小　　　　　衰 1

牧　　　　　葦 27 ・1・ 34 16 4（2） 33 ユ8 3 王L1 47．王 54．5 14．8 1・司鎌

一ブン　トコーン 11 3 3 18 2 5 273 1L1 27．3 2？．8

緑脛ゲントコーン

実販とうもろこし

エ　　ン　　麦
i 1

注　　実態調査より作成
　　　堪厩慶投入圃：場放数のうち（ ）内はスラリー、堆厩肥両方を散布した圃場放数



2）利朋分析

　（1）　立地との関連

　家畜糞尿スラリーの土地還：元の施設は鋼雲で示したように、鶏糞用スラリータン

クが栄部落に、馬糞用スラリータンクと機械センターが上札内部落というように．

それぞれ上札酋地区に設蟹されている。このことを念頭に酔いて部落別の利用農家

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　率をみると（第8表）、土札内地

第8表 部落別利用農家数と利用農家率
　　　　　　　　　　　（5i年）

地区名 部　落名
農家数

i戸）

スラリー
?用農家数
@（戸）

利用率

i％）

元　大　正 9 0 0

新　　　　生 2◎ 5 25．0

興　　　　和 8 6 75．o

共　　　　栄 玉9 9 魂7謹

中　　札　　内

協　　　　和 8 6 75．0

豊　　　　栄 董1 5 45．5

進　　　　光 6 0 0

中　札　内 11 2 18．2

（小　言D 92 33 35．9

栄 23 16 69．6

常　　　　盤 21 17 8LO

南　常　盤 16 12 75．o

元　札　内 14 11 78．6

上　　札　　内

土　札　内 12 5 4L7

南　札　内 5 3 6◎，o

元　　更　別 20 ！董 55．◎

（小　言D 1！i 75 67．6

爾　札　内 韮4 5 35．7

中　戸　蔦 6 壌 66．7

西　戸　蔦 10 0 ◎

東戸二刀1 4 o o

中　　　　　島

平戸蔦第2 8 5 62．5

新　札　内 11 3 2？3

新札内南 8 4 50．0

（小書i・） 6玉 21 34．4

注．巾札内村畑悸経営技術研究所の調査結果より俘成

　　　　　　　　　　　　　　一58一

区での部落が全般に高いと認めら

れる。これに対し、同じ員内の中

島地区の部落や．中札内地区の部

落は相対的に終いことが認められ

る。このことから、利用纏家率は

機械センターあるいはスラリータ

ンクからの距離と関連があるよう

に：考えられる。

　さらに家畜糞尿スラリーの散布

：蟻や，その種類、散布時期につい

ても立地との関連を検討する（第

9表参照）。まず申し込みに対す
る購の散繍の「捉轟、上札

内地区の部落が圧倒的に高いこと

が認められる。さらにその内容を

みれば、秋、麻の爾季節の申し込

みに対しても、蚕た種類の申し込

みに対しても，ほぼ希望通り散布

されていると言えよう。これに対

し同じ堂宇でも距離のある中島地

区や、員外の中札内地区の部落で

は散布量．種類、投入時期とも1…

充足率」はかなり低くなっている。

そして、この爾地区では、秋、暮

の「充足率」を比較すれば明らか

なように、秋散布を中心に利胴さ



第9表　部落別、家畜糞尿スラリー申し込み：量と散布量（昭和51年

5

＄

串　し　込　み　量　（t） 散　　布　　：量　　（t） 充　　足　　率　　（％）

秋　　　　　　　　春 秋 碁 秋　　　　　　　　春

豚　糞　鶏　糞　豚　糞 鶏　糞 騨　糞　鶏　糞 騒　糞　鶏　i糞 豚　糞　　鶏　糞　　豚　糞　　鶏　糞
全　体

元　大　正 6◎l　　i　60 i　　l　　l 一　　　〇　一　｝　o　　o
噺　　　生 i2．7881　　ia520 49．oi　448．？　　　15亙。3 ☆　，　三6．三　　一　　203；　ユ9．◎

中i翼　　和 i　　　7？6　　’　　　　　　　　i　　　848 ｝203．oi　　i 一　i26．2　－　1　◎　ユ2．5
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陣営盤 ｝轟64i　　l枷 i3？◎・3｝ 1？．5i　58L？ 一　　　79。8｝　☆　ig3．8｝89．4

軋医乳内 8。158釧 ｝填◎8 1969．5 i2？5，1 0　　　　ユ　6羅．9　　　　　　一一一　　　　　　　67．4　　　　茎　！5・7

i上　札　内 ｝108i i　680 7？，oi 63．O
…13壌8，6

☆　1 58．3　　‘　　　一　　　　を　　　5　L3　　1　　　62．O

内楠 札　内 80　　　1232
83．3　　　　　　　　　　　｝　　ユ　4　8．4

一 104ほ 一　i64．o 743

売　更　劉 320i500　i 1988 2　三　L嬉　i　　2　工　9ユ　　　　　　5　L8　1　　　　7　3．5

66ユ 壌3．8 ☆ 7．4 30．7

巨・1・爵） 56813，884　　　「 260　　5．028 389，9｝3n6．9｝ 42？．0131465 686 8021 164つ 62．6 ？2．7

西　札　内 4121 ｝磯80 54，6｝ 130．9 38．5 ☆ 3L81
一

ao　125ほ
中　戸　蔦 ｝6◎。 308 ユ540 三15．51　378 ㎜ つ57 ☆ 123　　　22，4

西　戸　蔦 ｝740 i 1
一　　　　　　　〇 皿

一　　　　　　　〇中　　畠

東戸蘂第1 i

一一
一 　　…

葉戸蔦第2 i264 84 6，3｛207．2 175 ☆ 78．51
一 2α8 66．弓

新　乳　湾 760 10ggi 560 ☆ 139 一
o 143

新札内南 2δ2　　　3？2 160 72 ユ96．0 9．8 778 2．6 0 0 24．◎
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注　　中耽内醤畑作経営技術研究所の謁査結果より作成
☆印は瀦用の申し込みなしに撒蒲されたもの



れているということが認められ

る。

　っ寮り、広域散布とはいうも

のの、現在のところは利廻農家

数．数布蟻、散布時期などの検

討からもわかるように，家畜糞

尿スラリー一土地還元の施設が羅

かれている上札内地区の部落を

中心に利用されていることが認

められる。

　さらに、前述した各地区の農

業経営形態の特徴を考慮すれぱ、

畑作専業経営地帯の中軋内地区

は圭ヒ割白国酒巨蔭推も遠く、　しズ外も員

外ということと相まってその利

用が不安定な存在としてとらえ

られよう。この点が畑作専業経

営の利用農家の動向と大幅く結

びついていると考えられる。

　（2＞　家畜糞尿導入の翁的

　次に、調査農家から家畜糞尿

スラリー導入の目的をみること

にする（第茎0表．。

　有機物の補給という答えを含

めて考えれば、ほとんどの農家

が地力対策を目的として・尊馨し

ていることがわかるっ畑作専業

経営に限らず、混同経鴬や酪農

経営でも地力問題に直罪してい

る姿が認められる。この他，増

収や省力という理由が少数なが

らみられる。つ蓑り、家畜糞尿

第掃嚢　家畜糞尿スラリー導入の目的

艦象
_丹

灘　　入　　の　　臼　　的

豊 地力維持、省力議尿を独自で確保することが困難

盤 特になし

3 地力対繁（堆肥代わり）

毒 地力増強

5 有機質の効果があるだろうということで

6 地力増進の疫め

7 地力対策

8 労力釣に獲

9 有機蟹羅元して増奴

裏0 堆腱づくりのため

u 地力対策
蛮2 堆膳の不足分の補足

隻3 堆肥の不足分の補足

！嬉 有機質投入の疫め

玉5 調　i姦　未　了

宝6 化学二丁の効果を倍化させ、合わせて地力寸土寺

用7 地力維持と増収

！8 地力維持

19 地力維持と増収

2◎ 地力維持

　2玉

黶p、

h…｝馬」脳［閲w「眉墨w隔馳

M磯物補給…一｝」幽欄早榊【一町糟

22 地力二黒、自家堆肥の不二分を補う

23
　噂，舶－“陛冨「…「”

C∫機物補給

麹力維持
2唾P｝一「「い脆凹幽油9，

Qs

Q6

一脚り四……｝，「憎炉「．り一，，”ρ置、“…．ゴへ」…

n力錐持、継櫛豹
・國＿　　罰　一「　　」1τ　　■

地力対策

注　実態調i叢による
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スラリーは当爾の間題の対応策として期待が寄せられていることが窺われる。懐た．

混岡経営や酪農経営のいくつかの農家が，露家産堆厩罷の不足分を補うと答えてい’

るのがみられるのは、これらの経営でi家畜糞尿スラ1ナーを利用している理由の一一つ

として認められる。

　塚畜糞尿スうり一は一般に下地状態の羅場に散布されているが、⑱番農家のよう

にこのスラリーを利用して堆厩肥を作ると答えているのは、今後の利用方法の新し

い形態として注爵に値しよう。

　（3）　家畜糞尿スラリー利用の効果と利用の構造

　家畜糞尿スラリー投入圃場へは第4表でみたように各種の作物が作付けられてい

る。そこで叡畜糞尿スラリーの利刀効果を反収の側面から検討する。その対象作物

としては投入圃場への作付が多いてん漿、馬鈴薯（澱三下）、手亡、金時の4作物

とする。な劇、牧草、ゲント箒一ンについては調査資料が不充分なため罰愛せざる

を縛なかったQ

　家畜糞尿スラリー投入圃場と無投入の圃場の反収を取り娼したのが第玉i嚢α）、②

である。昭和50年は春先の混審によ抄全体に作柄が悪かった年であり、51年は小豆

を除き作柄は平年以上、特にてん菜の作柄は良かった年である。

　譲ず、てん菜についてみると50年、51年目も家畜糞尿スラリーを投入した園場の

反収は、投入しない羅場のそれより上購っている圃場が多いことが認められる。特

に作柄の悪かった50年では7踊前後増ll又している賞誉がある。これに対し同じ根菜

類の馬鈴薯では、家畜糞尿スラリー投入圃場のサンプルが少ないので断定はできな

いが、丁丁糞尿スラリーを投入してもそれに見合うだけの反収は徳られてい壕いと

いえよう。次に手亡では51年の家畜糞尿スラリー投入醐場が1枚だけであるので反

収への影響は不明だが、50年に限ってみると象畜糞尿スラリーを投入した圃場の反

収は投入しない丁場の反収と比べ上購っていることが認められる、、同じ菜類でも金

時では馬鈴薯と二様に家畜糞尿スラリーを投入しても反収は上がって蔚らず、むし

ろ投入しない丁場での反双水準が高い圃場カミ多いといえる。つ壕参，同じ家畜糞尿

スラリーを投入してもその利用効果は作物によ夢異なって現われて凝参．てん菓や

手亡で利用効果がありそうだと認められよう。黛た、それらの作物の中でも利絹効

果に程度の差がみられる。

　そこでてん菜と手亡：の2作物を取参，反収に対し籔畜糞尿スラリーの矛1鵬効果が

どの程度関連しているかを化学麗料の施用量や前作関係，嗣場関孫を考慮して検討

する。
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第重1表 ω家畜糞尿スラリー投入爾場の反版とイ∫機物無投入爾場の反収比較

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（50年）

て　ん　漿 馬鈴輯（晶晶用） 手　　　　亡 金　　　　時

農家

ﾔ号
醐場

ﾔ号
反収指数

震家

i号

｛甫1場

ｷ号
反」収指敬

織察

d号
締鴎

|｝
反収指数

提察

O号
沈丁

O号
反収指数

玉6 6 17！ 8 2・3 93 8 蓋44 6 6 109

15 7 ！63 三1 2・3 85
　一

V

　葺　■．一「腎哩「■

@8 ！44 〃 … 102

2 3 玉351 匿

重28 2匪 9 88

〃 5 正35

　韮
黶@｝

@〃
4 塞28

8 4・5 i33 5 〃 112

〃 7 …33

3 7 127

1… 10 113

重8 7・8 113

12 9 7嘆

〃 4 68

19 2 ！19 ｝5
！ 119 1 ！4 1董2

隻 3 143

6 4 113 ヴ ！0・i1 至19 14 2 箋12 〃 4・5 重36

’！ 5 113 6 2 115 ヴ 8 茎茎2
ノノ 9 136

7 ま2 99 2 2 1！0 董9 隻

！！2 ！8 5・6 隻36

5 5 91 14 5～7 11G 5 10 96 15 5 136

〃 6・7 91 2 4 ！02 20 9｛磯！ 96 24 6 136

12 韮1 71 5 9
　　」，｝h

s02 〃 12
－馳L－h

X6 2 1 1ig

無投入

9 14 102 6 3 89 20 13 119

5 12 85 〃 ？ 89 25 4 叢05

11 2・3 85 16 韮毒 85 〃 9・10 105

？ 8 83 5 6 102

〃 1G 83 7 2・3 呈02

韮7 i 80 14 4 隻02

〃 ！5 80 〃 9 ！02

20 8 64 17 i4 85

実数 平均　　3530kタ 平均　　3535kg 平均　　　韮88kg 平均　　177kg
注　実態調査より作成Q僅し、｛閣場別の反叙が明らかなもののみ抽綴。
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箆口表 （2）球畜糞尿スラリー投入｛1嚢i揚の反収と有機物無投入圃場の反収比較

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（5ま年）

家

畜

糞

尿

子

プ
リ

投
入

無

投

入

実数

て　ん　菜

農塚
番号

16

5

6

8

12

’！

『
2

7

ヴ

12

26

20

17

’ノ

1甫脇

番号

7

！1

3

1

8

腸万騨

…τ

2

1

2

1

6

玉◎

三5

！6

反釈指数

1玉8

1五2

…09

10？

10…

91

85

玉05

！05

嘉05

10…

玉00

§4

91

91

∫ド」≦ヲ　　　　5，5　2◎　　k2

騰僧職（鹸学用）

農錬
番号

21

〃

？

ヴ

2

！5

18

9

〃

2

6

8

3

7

11

！？

【瀬場

　　反収詣数轍号

2　　　…00

2　　　93

11　　　　33

三2　　　79

1　　　一葦5

？　　　1玉5

7　　　蓋08

三3　　　108

5　　　103

遷

1

δ

お

、、｝、。、

｝oo

…OO

100

玉00

oo

00

3　　…

7

〃

21

6

93

　葦

＿嵐．．

＿a、

93

93

33

7§

平均　　 4．…80kg

手 亡

雄嫁
番・弩

4

1

〃

5

3

三9

〃

21

4

16

3

三6

窯

18

玉？

達9

…？

【甫陽

番腎

1

9

7

9

1

5

14

裏6

8

！4

3

8

3

s

？

7

蓋3

反収指数

91

156

113

三三3

113

113

113

1！3

…05

玉◎喚

99

99

85

85

85

85

7蓋

平均 212k愛

金 時

一画
番号

玉8

δ

6

ノノ

呈

玉4

夏

’ノ

玉5

16

2

三4

〃

1？

16

3

ヴ

隻4

騨湯
番冠

1玉

8

4

5

反山高数

122

98

93

93

12　　　161

8

8

玉1

3

2

5

2

6

3

6

9

玉2

…1

8　　　4

ゲ　　　6

1？　　　5

146

134

134

122

114

110

110

隻10

1王0

105

98

98

98

85

85

85

蕊躍ゴ 246k窪

注　実懇調査回り作成。411し、i圃場〉｝i｝の喚呼；ウ三明らかなもののみ抽出。
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　　まず、てん菜についてみると（第12表ω，②），化学肥料の施用景は、家畜糞尿

　スラリーを投入した園場では平均施胞燈より少なくても多収していることが認めら

　れる。また前作が同じであっても反収は象畜糞尿スラ1ノーを投入した圃場の方が高

　いものが多い。圃場条件では資料の不充分さもあって上述のような傾向は認められ

　ず，蚕た栽培技術の問題があるが，聖賢糞尿スラリーの利用効果はてん菜の反収に

　大きな関連があると考えられる∩

　　次に手亡では（第13表）．家畜糞撮スラザー投入圃場での化学肥料の施用・擾をみ

　ると．平均施肥量よ争もかなり少ない鍋で多附していることが認められる。これに

　対しスラリーを投入しでいない圃場では2倍から瞳倍の施肥母にもかかわらず、反

収は平均以下の園場が多い。前作関係をみても家畜糞尿スラリーを投入した鵬場の

　方が反収が多いと言える。っ山砂、手亡に訟いても、てん菜と時様に喜平糞尿スラ

　リーは反収との閣に大きな関連があると考えられる。

　　な澄、補足として馬鈴斡，金時について化学肥劇の施用鍛をみると、馬鈴馨でけ

家畜糞尿スラ婆一を投入した圃場としない圃場ではほぼ同じ燈を施肥している，，ま

　た金時では家畜糞尿スラリーを投入している圃場では平均施肥縫の2倍以上も投入

　して澄診、スラリーを投入していない圃場では平均以下の施肥料の圃場が多かった。

r， ﾍ培技術や圃場条件という要困があるので化学肥料の施用最だけでは断定はできない

　が、馬鈴薯や金時での家畜糞尿スラリーの利用効果は反収との間に関係があるとは

いえないと考えられる。

　　さて、てん菜や手亡では家畜糞尿スラ1ノーの利用効果がある種度認められた。し

　かし、同じ家畜糞尿スラリーを投入しても、その効果の現われ方が異なっているこ

　とが認められる。そこで、そのような利矯効果の違いの要因を検討してみることに

　する。

　　按ず、てん菜の化学肥料の施肥母に注口すると、施肥帰の増加にともないほほ同

様に反収も上昇していることが認められる。前作との関連をみると両犀とも小麦あ

との圃場がトップになって於り、禾本科作次いで豆作、根野作あとの圃場の順に液

っていることが認められる。家畜糞尿スラリーの投入景では一定の傾向はみられ壕

いが、投入時期については秋、轟両時期に投入している圃場での反収が多い。また

秋と春を比較した場合では暮に投入した方が反収が上がると雷えそうである。爾場

条件は資料が不備なため傾向を読みとることが困難であるが．醒地に投入した場含

は利用効果が現われないといえそうである，、

　　つまり、家畜糞尿スラリーを投入したてん菜作付圃場での反収の差は、化学肥料
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第12表　ωてん菓圃場に澄ける家畜糞尿スラリーの利用構造（50年）

＄

8

区分璽 化学肥料投入量（指数）
蒼・ヲ

圃場

ﾔ号
反取指数

N　　　　　　P K
前　　　　　作

地力

�ﾔ
嗣　場　条　件 有機物投入

ﾊ（指数）※
有機物投入

@時期
16i　6 玉7ユ （121う　　F （三ユ4） （1G3）｝　　　小　　　衰 一部乱れき有り 8舞 う

15…？i163 三四。 119 1　24　　　　　　　　　　二二嚢二。！j、衰 92 秋
2；　3　6　135　… 93 三ユ3 93 ばれいしょ 中 §壕 馨

　｝

X　，

　　　　垂P　　　〃　1　　　5　　　　　　王　35　　　　　　　　　9　3 三13i　93 大金・高声 中 5毒　　　　壌…

ラi8品詞　B3　i　？9 681　62 ばれいしょ 　　1?の下 ユ54　　　　　　鼻
Pδ弓

i　〃・　？　i　ユ33　i　　？9　　　　68　　　　62　1　　　　ばれいしょ 縮刷 瑠　i　蕪
i317i12招138　D・1　i　1・31実疑うもろこし 下　i隔れき多い、飛び地 裏ユ5 春

い二一〇1113i　？　1　？　i　？　｝　　ばれいしょ i一部傾麟有り 7？ 憲

弓｝8；？・8in3i（94）i（82）i（　　…　　　？96）｝ ま二　i一遍れき有り、飛び地 ？7　｝　？

i！2・…gi　？磯i　5？1　70i　§7｝　ばれいしょ 上iれ鮪多、醗　　　　？1　藩
｝　〃・　環i　68　i　57　i　？o　i　6？　；　　　ばれいしょ 中畷地　　　　｛　？i惑
竣il
｝　1；10・1ユi　15g　i　104　｝　ユ36　i　ユ◎6　i　　　金　　　時 封　　　　　　｝1・・i憲
賢i25、81102　i　9。｝　80｝　94　i　金　　時 i　　　　　　1・・～15・1　蓼
罷i

@；

頻2■　・・2i　9。｝　8・　　94　i　ゲント・一ン 1　　　　｝・G・～…　奪
1餌　酬　玉・gi　？　｝　？　｝　？　i　ばれいしょ 1一部隔れ逼り　　i　　　i

創　　　　　　　　　　　　　　　　　　　16；　壊　　1B　i　9δ　藷　91　｝　110　　　　手　　　亡　　　i　　｛石れき多い　　　　　　　　　　　｝
機i　〃i　5　　iユ3　i　96　　　9ユ　　110　ヌ　　　手　　　亡　　　　　　　陥れき多い、飛び地　　　　　　　1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　膠

7、・2｝　99 i　　　　　l　　　　　　　　　　l　　　　　　　　　　　　　l112　　114　　iO5・　　ばれいしょ　　l　　　　　　　　　l垂｝瓶び地

物投；入iなiしi

5｝5［　9玉 112　玉43｝11gl　大　　豆　　「 i曲れき勧　　　　1
〃｝6・7｝　91

i　　　　　　　｝　　　　　　　、・・2　143｝11酬　　手　亡　　1　　　　　　　　　　　｝｝石れ鮪り・

三2　　11 7圭
5　　？　　　　　　　　　　　　　　　　？　　◎　　　　　　　　　　　　　　　　6　　7　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　！j、　　　　　　　　　　　　　豆 巨編、れ鮪り

睡数 憲　　揚！＼　　寡ノ、 35，2観9履 23．2k夢厩23．2k蛎支　　　　　　　　　　　　　　　　i

注　　実態調査より作成。（　　）内は52奪の施罷料である。

　　※　有機物投入量の指数のうち、スラサーは反墨L3t、堆鷹肥は反当2．Otを碁準にして算鐵。
　　　　な吾、スラリーのN、P、　K含有：量は基準量当り翼6．5㎏　P　3．9k3　K2．6kg（含有審銅0．5％PO．3％X◎・2％）である。



第12表　②てん葉作付圃場に論ける家畜糞尿スラリーの利用構造（51年）

5

8

牝学謄料投入量（捲数）
区
農家

ﾔ号
弓場

ﾔ号
反収指数

還 P K
繭　　　　　作

地力

�ﾔ
圃　場　条　件

有機物投入
ﾊ（指数）※

有機物投入

16 7 118 （116） （112） （102） 小　　　麦 一部為れき地 92 春

5 芝三 112 （109） ぐ141） （1王7） 手　　　亡 石’れき地 85
ｰ46 警

6 3 109 92 90 106 手　　　亡 上隣れき多い 92 春

8 1 10？ 76　　　　　67 61 ばれいしょ 中σド1 154
P54

王2　　　8　　　101 551　69 66 ばれいしょ 上　　れき有り、湿地 123 秋

〃い2｝　91 55i　69 66 ？　　　　　　中　　れき有り 85 春

3　8｝　85巨46｝　8◎ 150 実骸とうもろこし　　｛下　1石れき多1ハ、飛び地　　　　　三15 秋

1　三　　3i　！14　i　132　i　1§1　｝　13g　l　　金時、手亡　　　｝中　l　　　　　　　　　l　　琵8　1　　轡
ス一
ｾ｝量肥i

21｝媛い・5i　？　｝　？　i　？　　　大　　豆　　l　i　　　　　　　　？　　？
2◎i！21　9611◎gi1◎・i　73，手亡、イモ、牧葦　！　犠び地　　　　i　｝9み1　驚
9Pi　12・3｝1。◎i113　1U｝　1熱い巳　　1　｝　　　　　｝l！。　籍下肥i

・1｝1－1・…？｝？　　？i　ばれいし・　1上…　　　　　i1・一　秩
121　3｝　100　i　55　｝　69　｝　66　｝　　は1れいしょ　　　i中　i一部れき有り、湿地　i　　§0　　　獄

1　2i　21　105　i　90　，　1王1　i　92　i　　ばれいしょ　　　1中　l　　　　　　　　　　i
有｝ ？　1　　1　i　105　　i　1◎8　　i　113　　1　103　　i　　　　ばれい・しょ　　　　　i中7）下i　　　　　　　　　　　　　　i　　　　　　　l

機1 ・｝2i　1。5，108，三13けG31　大　　金　　陶引　　　　　　　i
物h2｝1｝1・1155…　6gi　661　売・ト・一ン　　i隣町地　　　　　｝　　　1
26i　6i　100　｝　77　；　92　｝　81　i　　手　　　亡　　　i　　i石多い　　　　　　　i

投入なし

20｝王◎i　　94　1　109　1　王oo　」　　73　i　　　手　　　　亡　　　　｝　　i飛び地　　　　　　　　i　　　　　　l

1？i　15i　　91　　　三〇1　i　　91　　　　gg　l実驚～とうもろこし、季亡｝　　　i石；有り、傾斜有り　　　｝

ゲ　　｝　　1　6　　　　　　　　9　1　　　　　　　　1　0　王 91 99｝　大　　豆　　i　硫勧、傾斜葡　　｛
実翻244k％支3翫？k塚／岐23．6彫司 l　　　　　　i

注　　実態調査より作成。（　　）内は52年の施肥量である。

　　※　有機物投入量の指数のうち、スラリーは反当1．3t、堆1醗肥は反当2．0℃を基準にして算出。

　　　　なお・、スラリーの醤、P、紅含有量：は基準量当りN6．5㎏　P3．9kg　K2．6k瓢含有率NG．5％PO．3％麺0．2％）である。



第B衰手亡作付圃場における家畜糞尿スラリーの利用構造（50年）

1

題

イヒ学君翌料投ノ、蓋セ｛　揚数　）

区分
農家

ﾔ号
國場

ﾔ号
反収揖数

薮　　　　　　P K
前　　　　　作

　　璽¥一鵬条件　　ヨ

有機物投入
ﾊ（指数）※

有機物投入

@時期
8 玉

三44 38｛　47 55 大金、大豆、イモ　　1中：下 77 春

ヴ 8 三毒4 381　・7i　55 てん菜　　｝鰐ri　　　　　　l　77 春

！　　玉i　！28　　　3弓　i　　？5　i　　73　i　実写とうもろこし　事　　i石が多い　　　　　　　　　1｝5 蘇

〃　　　譲 128　　3媚　　？5i　？3 小豆、大豆　　　｝　　i石が多い　　　　　　　　　1ユ5 蘇
5i1ユ　　　　… 1！2i（128）i（151）iぐ138） 巌、写諏と銚ろこしi　始れき靭、飛び地1　η　｝　教
i　1｝Ni　i12　1　　34　i　　？5　i　　73　i　　　ばれいしょ　　　i　　l石が多い、魏び地 i

1、　2h，2、7？11。。　i　95｝　金　時　…・
i 81〃l　　　　l…2　i　　？？　｝　…◎◎　i　95　i　　　て　ん　葉　　　i下　i ｝　　　1
有　，19 11　員2　　　？　　i　　？　　｝　　？　　　　　ばれいしょ　　　｝　　，一部翻れ琶有り i

5 1。i　％IG28MQ51）・（138）i　　てん蘂　　1　薫縫勧
20 9一渥　　96　i　67　1　52　｝　惣　iばれいしょ、てん凝、えん麦1　　｝飛び地

グ　12i　　96　i　　6？　1　　52　；　　惣　　｝　　　ばれいしょ　　　i　　i飛び地　　　　　　　　1

忌物投1なし

6　3｝　89｝玉88i圭5・…143　i　　ばれいレ　　i　一越多い　　　　　　　｝
入1唄・i…　　88i・δ・1・・31　大　豆　｝ ；量れ象多い、飛び地

ユ6h弓　85　（？7）i（i・。）｝（95）｝　　大　　豆　　｝　｝

7｝81　83 i　132　｝　至23　1　三23　｝　　　て　ん　菜　　　i｝　　i飛び地
・｝ユ。｝　83

l　　　　　i
132　i　　123　　　　123　｝　　　　ばれいしょ　　　　1 1下　｝飛び地

…ユ？i－　8・1　77ilooi　95…　　　　　　　　　iばれいしょ、大豆、手亡i

〃い胡　8。　　質i1・o・　951　　ばれいし、　　1 i石あり、傾斜一部有凄 1

20　　　8 1　　　　　　　　　　　　　　　　き
ﾗ　　　　67　｝　52　ヌ　握　　　　　て　ん　菜　　　　　　i

i

康　　郵アツて　　ぎぴ、 瞬蜘・蜘・副…k望・友1 i 1

注　　実態講査より｛乍成，

　　　（　）内は52隼の施肥料である。

　　※　有機物投入量の指数のうち、スラリーは反当1．3t、堆醗巴は反当2．otを基準にして算出。

　　　　な蔚、スラリーの翼、P、K含有量は基準量当りN6．5k望、P3．9kヨ、K2，6k藪含有率錘0．5％PO・3％K◎・2％）である。



の施肥量、前作、家畜糞尿スラリーの投入時期といったことの違いによってもたら

されたものと考えられる。逆に書えぱ，家畜糞尿スラリーを利絹して、その効果を

上げるにはそれら3つの要因を考慮することが求められると’書えよう．

　手亡では事例数が少ないため断定的なことは言えないが．訟齢よそ次のようなこ

とが認められよう。化学肥黛や家畜糞尿スラリーの施用錘には一定の傾向は認めら

れないが．家畜糞尿スリラーの投入時期は轟投入の方が多収となっていること。ま

た前作関係は根菜や豆の後作園場で多収となっていることが認められよう。

4　まとめと今後の課題

　本稿では「地域複合」．「団地悶複合」に訟ける綱別経営の確立のための第～次

接近として、中札内村の家畜糞尿スラリー一をと砂あげその実態を検討した。その中

から次のようなことが明らかになった。

　その第1点は、家畜糞尿スラリーの土地還元が本来畑作専業経営を対象にした構

想で発足したのに、実際には畑作専業経営だけでなく、混嗣経営や静寧経営でも利

用されていた。これらの経営が利用している理由として、地力問題が広範に発生し

ている中で自家産堆厩肥が不足してお吻，その不足分を補うためであるということ

が認められた。憲た、数字で具体的に示せなかったが、「牧草に対する利用効果が

高い」といった回答が多くみられた。これもこれらの経営で利用されている理由の

一つと考えられる。

　第2点は、畑作専業経営での利用が最近減少していること。綾た、小規模、中親

模願で馬絹農家の比率は低く、しかも減少して嚢ていることから、利用にも規模の

階層差がみられることである◎畑作専業経営の利用が減少している要閃としては，

家畜糞尿スラリー土地還元の施設の立地的要閃、施設の構成員の問題というような

外的要困により．畑作専業経営での利用が非常に不安定な存在にあることが考えら

れる。しかし、畑作経営内での要困、於よび利用の階潮差については必ずしも充分

には明らかにならなかった。

　第3点は、家国糞尿スラリーの需要と供給に大登な差があることである。しかも．

今後の意向としては「利用を続けたい」とか，「利用．縫を拡大したい」という意見

が多いので、需要の差はます残す広がると考えられる。譲た、暮先に利用の申し込

みが集中し、なかなか翰望通りに散布してくれないという不満が出て齢り、作業時

期との関連から散布を諦めるといったことも現実に行われていることから、安定的

利用のために供給サイドの問題としての対応策が検討される必要があると考えられ
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る。

　㌶・茎点は、以上のよう廠状：況の中で利用農塚は各種の作物に投入している。その

準で比較的多く投入されている作物として、てん菜、馬鈴薯、手亡．金時，牧草、

ゲントコーンが下められた。それらの作物の利用効果を反収で検討してみると，て

ん菜や手亡との患1には一定の関係が認められたが、馬鈴薯や金時では関連はみられ．

なかrつた。（牧藁、ゲントコーンは資料の都合で省略）譲た、利絹効果があると認

められたてん菜、手亡でも向じ塚畜糞尿スラリーを投入しても反収轄異なって現わ

れている。その要因としては化学膳料の施ll繊料、離作、スラリーの投入時期の3つ

が認められた。調査農叡のスラリーに対する評価がいろいろあるのは，さまざ酸な

要困のもとで利用されているためと思われる。このようなことから、利用農家でも．

より効果のある利用のイ1＝方が問題となろう。

　象畜糞尿スラリーの利用突態｛《：ついて以上のようなことが明らかになったが、残

された部分も多い。一部については触れたが、あらためて記し，て今後の課題とした

い。

　懐ず、第1点は利用農家（特に畑作専業継’鴬での）が現われる要困についての分

析が必要である。2点輿は家畜糞尿スラリーが本来地力対象の一貫として導入され

ている。この地力対策にいかなる効果をもたらしうるのが．壊たその時の利用方法、

別用条件についてはさらに検討する必鞍があろう、，譲たそのことに騨わり、i家畜糞

尿スラリーの供給側，あるいけ散布を行なっている二二センターの紛題1《：ついても

利用農家が安定的に利絹できるための検討が必要と考えられる63点穏は1凹地域循

環システム」のもう一方の流れ、つまり、畑作農家から畜産三三への流れについて

畑1作膿家の経営内容に関わらせた検討が必要であると思われるく

　注

ω　「地域複合」、　「1鴇地闘複合1あるいを主、「複合経営論」とかいうし・・み議論が

　なされているが、その内容は非常にさま；ぎ懐なものが含譲れている掃う匹考刻ら

　れる。これらの経営形態について、経営経済学的1《：整∫illされ，る必要があると惑ぜっ

　れる。

②　紐織的になされた事例報告としては、擬林省による「機業鰯地鞭禽化推進諸鎧斎

　報告書1（5三年！1月）がある。その他農業関係雑誌には最：近数多くの購例報告が

　ある。

㈲　中札内膿業とi…地域循環システム．1の概要については，七禅長生i農業団地複
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　合化推進調査報篶書」52年n月（中札内村の事例）より抜葦引用してとり嚢とめ

　た。詳しぐは同報告調：を参照のこと。

幡　現撫スラリータンクは養鶏団地に60◎宅規鯵芝のものが2基，養豚団地に韮，00G

　窒；規模のものが2暴ある。ただし養豚隅地のスラリータンクは52年にできたもの

　で。それ以上は「振溜」という程度のものだったとのことである。この他、酪轟

　経営に1，（100t規模が2基、750む規模が…墓、個人の養豚農｛家で600　t規摸

　が2墓ある。

㈲　実際の申し込み方法は、「’茎t車で何台」という車台数での申し込みである〔，

　この方法に対しては．機械センターお・よぴ一部農家で問題を指摘している。

⑥　この村の「地域循環システム」の施設は第2次構造改善事業の一環として設立

　されている。員内とはこの2次構の構成員のことで、上札内．中島両地区の提家

　群がこれにあたる。

（7）　ここでいう農家には単に1戸の農家だけでなく、法入化された轟場も含まれて

　いることに注意。

（8）　「混同経営」は耕種部門と養畜部門あるいは加工部門を有機的に組織化した農

　業経営形態と理解すべきであるが、本稿では「畑作十酪艇」、「畑作十その他の

　畜：産」という形態のものを1『混同経’営」としてあつかった。

⑨　ここでいう「充足率」とは串し込み：駐と実際に散布された飛との比率のことを

　意味する。

・一 V0一


